
2019 年（令和元年）10 月 25 日（金） （２）

読売新聞販売網 ㈱関商事 特別企画
市民まつりに参加します!!

読者と
共に歩んで
66年

令和元年度 やしお市民まつり10/27 三郷市商工まつり11/16、17
草加ふささら祭り11/3

上記、防災ローラーバッグを販売
します。おまつり会場の関商事
ブースへぜひお越し下さい!

オリジナル特典
便利グッズ3点プレゼント

フォークスプーン
／３本

体温計／2シート

食料

応急グッズ

簡易トイレセット（3枚入り）

生活用品

避難便利グッズ

貯水タンク／１個 ラップフィルム／1個 単三乾電池／４本 ★ カッターナイフ／１個 使い捨てライター
／１個

生理ナプキン
／1袋（3個入り）

ティッシュ／１個 粘着テープ／１個 ろ過フィルター
／3枚 ★

長期保存飲料水
／３ℓ（1.5ℓ×2） ★

長期保存主食
／3袋 ★

長期保存副食
／３袋 ★

氷砂糖／1袋 ★ お茶／３包 ★ガーゼ付き
救急絆創膏／６枚

包帯／１個

マスク／3枚 ★ 加熱袋／１袋・発熱剤／３個 多機能自家発電ユニット／1個 ◆ 軍手・笛・ロープセット
／２セット

アルミシート／２枚

雨衣／３枚 ゴミ袋／２枚 フード付きナップザック／1枚 収納ポーチ／１枚 ローラーバッグ／１個防災マニュアル・
電話会社災害伝言リスト
（内容物一覧表）

貯水容量最大20ℓ（運
搬時14ℓ）。ローラー
バッグ内側にあります。

お皿に敷いて節水に、
傷口の保護にも。

お手持ちの電化製品
の電池切れに。

ダンボールやビニー
ルの加工に必須。 ローソクの着火等に。

バケツ等に付けて使え
るポリバッグと凝固剤
のセット。

ちょっとした切り傷に。
使いやすく、巻きやす
いストレッチタイプ。

生活用水の確保に。
冷蔵庫等の目張りに、
ダンボールやビニー
ルの加工に。

汚れ吹き、トイレット
ペーパー代わりに。

粉塵・煙から喉を守り
ます。疫病の感染予防
にも。

超 薄 型 。測 定 範 囲
35.5～40.4度。

ラジオ・ライト・携帯他外部機器
充電・サイレンと多機能。定期
的に充電を実施してください。

寒さから体を守りま
す。防水機能で雨にも
安心。

★ 約3年経過後交換が必要
◆ 約1か月に1回機能確認
が必要

風雨に強い撥水素材。
独自のフード付きで便
利。

レインコート、またはポ
ンチョ。

お手持ちの薬や貴重
品などを入れてくださ
い。

発熱剤を加熱袋に入
れ、水を加えるとお湯
になります。

読売通販オリジナル
防災ローラーバッグ
本体
価格 円19,834 （税別）

●サイズ（約）：バッグ本体/幅40×奥行34×高さ53㎝（持ち手引き上げ時約98㎝）●重量：約10㎏（内容物セット時）●材質：〈バッグ本体〉
外装/ポリエステル、内装/アルミ蒸着フィルム、断熱材/発泡ポリエチレン、貯水タンク/ＰＥＶＡ（ポリエチレン酢酸ビニル）、ハンドル/ス
チール・PVC、タイヤ/PVC●容量：貯水タンク/約20ℓ（走行時=約14ℓ）●原産国：〈飲料水・食品〉日本〈内容物〉日本・中国〈バッグ〉中国
＜重要＞飲料水・食品は原則として賞味期限約3年以上の長期保存商品をお届けします。また、お届けする内容物の商品名・デザイン・
仕様等が異なる場合がありますが、基本性能は同等・またはそれ以上の商品にて代替させていただきますのでご了承ください。

防災士と読売新聞記者の被災体験から厳選したアイテムをセット
非常持出品 全35アイテムを機能的なバッグにひとまとめ。被災時に必須なアイテムに、永谷園のレトルト保存食、ワイドFM対応の
ラジオ、携帯・スマホ充電機能のついた多機能自家発電ライトも装備。空きスペースがあるので、貴重品や衣類も追加・収納できます。

速やかに、スムーズ
に避難場所へ。軽々
引けるキャスター付
き3ウェイ仕様です。

ショルダーバッグとして

リュックサックとして キャスター付き
キャリーバッグとして

便利な
３way仕様

※写真はイメージ
（内容物は右表をご確認ください）

ドライバッグ
10ℓの水を
　運搬可能

！！

リフレクター付きバンド／2個
夜間も安心な反射板。ウェア等どこ
にでも面テープで付けられます。

多機能ツール／1個
ペンチ・ドライバー・
ナイフ・缶切り等
13の用途に使える
9種のツール。

手鏡付き裁縫セット／1個
手鏡は孤立した時に
太陽光を反射させ
居場所を伝える必
需品です。

サバイバル緊急防災用品
家族3人、約48時間しのぐために

オリジナル特典付き
全35アイテム

貯水タンク、
保温・保冷機能付き

ネームタグ／
1個

今企画限定特典

越谷恒例の「親子バイク体験」

　

そ
ん
な
同
社
が
、
イ
カ
釣
り
中
に

使
っ
て
い
る
針
が
曲
が
っ
て
し
ま
っ

た
時
に
、
そ
の
場
で
安
全
か
つ
数
秒

で
修
復
す
る
器
具
「
イ
カ
直
ち
ゃ

ん
」
な
る
も
の
を
開
発
し
ま
し
た
。

イ
カ
釣
り
の
際
、
サ
バ
な
ど
が
掛
か

り
、
イ
カ
ツ
ノ
が
伸
び
て
し
ま
っ
た

時
、
イ
カ
直
ち
ゃ
ん
に
通
す
と
針
が

直
せ
る
と
い
う
も
の
。
し
か
も
修
正

口
が
３
か
所
あ
る
た
め
、
多
種
の
針

も
修
復
可
能
と
い
う
優
れ
も
の
。
97

年
（
平
成
9
年
）
に
特
許
を
取
得
し

て
お
り
、
２
０
１
２
年
（
平
成
24

年
）
に
は
、
「
草
加
モ
ノ
づ
く
り
ブ

ラ
ン
ド
」
に
も
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
釣
具
店
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い

る
イ
カ
直
ち
ゃ
ん
、
釣
り
師
の
方
に

は
大
助
か
り
の
器
具
が
草
加
で
作
ら

れ
て
い
る
と
は
驚
き
で
す
ね

　

◇(

有)

ス
ズ
キ
＝
草
加
市
遊
馬
町

７
８
６
の
４
。
☎
０
４
８
・
９
２

４
・
１
４
７
１
。
従
業
員
・
社
長
含

め
5
人
。

年
）
、
現
在
の
同
市
遊
馬
町
に
移
転

し
ま
し
た
。

　

工
場
内
に
入
る
と
、
自
作
の
門
型

油
圧
プ
レ
ス
30
㌧
を
始
め
、
多
く
の

機
械
が
あ
り
ま
し
た
が
、
製
作
に
必

要
な
機
械
は
「
使
い
勝
手
が
良
い
よ

う
に
」
と
自
分
で
作
る
と
言
い
ま

す
。
そ
の
た
め
か
、
お
客
さ
ま
か
ら

の
信
用
も
厚
い
同
社
。
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
関
係
は
、
ア
ー
ト
ア
ク
ア
リ
ュ
ー

ム
（
日
本
橋
）
や
モ
ー
タ
ー
シ
ョ

ー
、
水
族
館
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
所
の

鉄
製
特
注
架
台
・
水
槽
架
台
な
ど
を

製
作
し
て
い
ま
す
。

　

代
表
取
締
役
の
鈴
木
直
さ
ん

（
42
）
は
「
金
物
全
般
で
お
困
り
ご

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
個
人
の
方
で
も
ご
相
談
に
乗
り

ま
す
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

で
ア
ル
ミ
・
ス
テ
ン
レ
ス
・
チ
タ
ン

な
ど
の
溶
接
加
工
し
て
い
る
企
業
さ

ん
。
１
９
７
７
年
（
昭
和
52
年
）
に

東
京
都
荒
川
区
で
金
属
を
回
し
な
が

ら
丸
い
モ
ノ
を
こ
し
ら
え
る

へ
ら

絞
り

を
主
軸
と
し
て
開
業
。
84
年

（
昭
和
59
年
）
、
草
加
市
両
新
田
に

移
転
さ
れ
、
91
年
（
平
成
3
年
）
、

溶
接
技
術
を
基
に
建
築
関
係
の
仕
事

を
始
め
、
２
０
０
８
年
（
平
成
20

　
第
30
話
『
金
物
溶
接
加
工
』

　

こ
ん
に
ち
は
。
草
加
市
在
住
の
落

語
家
・
三
遊
亭
圓
雀
で
す
。
今
月
の

「
も
の
づ
く
り
探
訪
」
は
、
草
加
市

遊
馬
町
に
あ
り
ま
す
高
級
金
物
溶
接

加
工
の
（
有
）
ス
ズ
キ
さ
ん
に
お
邪

魔
致
し
ま
し
た
。

　

ス
ズ
キ
さ
ん
は
遊
馬
町
の
住
宅
街

草
加・（
有
）ス
ズ
キ

水族館の架台など製作
イカ釣り針の修復器具で特許

三
遊
亭
圓
雀
の

も
の
づ
く
り
探
訪

代表の鈴木直さん

（写真右）（上）、「イ

カ直ちゃん」（下）

　

「
第
45
回
越
谷
市
民
ま
つ

り
」
（
越
谷
市
民
ま
つ
り
実

行
委
員
会
主
催
）
は
27
日
、

「
安
全
・
調
和
・
明
る
い
街

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
市
役

所
と
中
央
市
民
会
館
周
辺
を

会
場
に
開
か
れ
る
。
今
回

は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
縄
跳
び
を

作
っ
て
跳
ぶ
「
跳
ん
で
越

谷
」
（
葛
西
用
水
中
土
手
）

や
ス
ー
パ
ー
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ

ン
シ
ョ
ー
（
午
後
１
時
、
北

側
特
設
ス
テ
ー
ジ
）
の
ほ

か
、
憧
れ
の
ス
ー
パ
ー
カ
ー

と
写
真
撮
影
で
き
る
「
ス
ー

パ
ー
カ
ー
で
イ
ン
ス
タ
」

（
市
役
所
西
側
駐
車
場
）
な

ど
が
あ
る
。

　

ま
た
、
親
子
バ
イ
ク
体
験

教
室
や
子
ど
も
た
ち
に
人
気

の
「
騎
士
竜
戦
隊
リ
ュ
ウ
ソ

ウ
ジ
ャ
ー
」
シ
ョ
ー
、
ミ
ニ

Ｓ
Ｌ
・
ミ
ニ
新
幹
線
運
行
、

越
谷
力
持
ち
大
会
、
交
通
安

全
パ
レ
ー
ド
な
ど
、
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん

だ
。
雨
天
中
止
。
会
場
周
辺

は
交
通
規
制
さ
れ
る
。
主
な

イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

親
子
で「
バ
イ
ク
体
験
」

27
日
、越
谷

市
民
ま
つ
り
「
力
持
ち
大
会
」も

レ
ー
ド
」
は
午
後
３
時
、
新

平
和
橋
を
出
発
。

　

★
親
子
バ
イ
ク
体
験
教
室

　

午
前
10
時
～
正
午
、
午

後
１
時
～
３
時
（
各
回
30

分
）
、
県
越
谷
県
土
整
備
事

務
所
北
側
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
が
ミ
ニ
バ
イ
ク
の
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
を
指
導
。
対
象
は

親
子
（
子
ど
も
は
小
学
１

年
生
～
４
年
生
）
。
参
加
費

５
０
０
円
。
先
着
60
組
。
長

袖
、
長
ズ
ボ
ン
着
用
。
新
型

バ
イ
ク
の
展
示
も
あ
る
。

　

★
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
・
ミ
ニ
新
幹

線
運
行　

午
前
９
時
30
分
～

正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
３

時
、
県
税
事
務
所
南
側
。
５

歳
未
満
は
保
護
者
の
同
伴
が

必
要
。
１
人
１
０
０
円
。
お

土
産
も
あ
る
。

　

★
三
ノ
宮
卯
之
助
に
挑
戦

「
越
谷
力
持
ち
大
会
」　

正

午
～
午
後
２
時
30
分
、
市

役
所
北
側
駐
車
場
。
米
俵

を
運
び
、
タ
イ
ム
で
順
位
を

競
う
。
対
象
は
小
学
校
低
学

年
・
高
学
年
、
中
学
校
男

子
・
女
子
、
一
般
男
性
・
女

性
、
シ
ニ
ア
（
65
歳
以
上
）

の
各
部
門
10
人
。
申
し
込
み

は
事
前
に
越
谷
市
観
光
協
会

（
☎
９
７
１
・
９
０
０
２
）

へ
。
全
員
に
参
加
賞
と
賞
品

が
贈
ら
れ
る
。

　
★
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
は

午
前
８
時
50
分
・
越
ヶ
谷
小

学
校
出
発
、
午
前
９
時
35

分
・
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ

ー
出
発
、
午
前
９
時
35
分
・

東
越
谷
第
二
公
園
出
発
。
参

加
自
由
の
「
フ
ィ
ナ
ー
レ
パ

　

★
騎
士
竜
戦
隊
リ
ュ
ウ
ソ

ウ
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー　

午
前
11

時
30
分
、
午
後
２
時
の
２

回
、
市
役
所
北
側
特
設
ス
テ

ー
ジ
で
。

　

＜
問
い
合
わ
せ
＞
越
谷
市

民
ま
つ
り
実
行
委
員
会
☎
９

６
７
・
１
３
２
５
（
当
日
は

☎
９
６
４
・
２
１
１
１
）
。

「
オ
ペ
ラ
の
夕
べ
」

11
／
４
　
草
加

～
」
が
11
月
４
日
（
午
後
６

時
30
分
開
演
）
、
草
加
駅
東

口
の
ア
コ
ス
ホ
ー
ル
（
イ
ト

ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
草
加
店
７

階
）
で
開
催
さ
れ
る
。
草
加

オ
ペ
ラ
協
会
主
催
、
草
加

　

第
10
回
ソ
ウ
カ
パ
イ
ン
オ

ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
「
令
和
の

香
り
高
き
～
オ
ペ
ラ
の
夕
べ

市
、
同
市
教
委
、
東
武
よ
み

う
り
新
聞
社
な
ど
後
援
。

　

プ
ロ
の
ソ
リ
ス
ト
と
市
民

合
唱
団
が
共
演
す
る
コ
ン
サ

ー
ト
。
出
演
は
、
田
代
誠

（
テ
ノ
ー
ル
）
、
大
澤
一

彰
（
同
）
、
志
村
文
彦
（
バ

リ
ト
ン
）
、
青
盛
の
ぼ
る

（
ソ
プ
ラ
ノ
）
、
中
村
初
惠

（
同
）
、
鈴
木
美
恵
子
（
メ

ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
）
、
日
向
由
子

（
同
）
、
ソ
ウ
カ
パ
イ
ン
オ

ペ
ラ
合
唱
団
の
皆
さ
ん
。
演

目
は
オ
ペ
ラ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

で
「
こ
う
も
り
」
「
メ
リ

ー
・
ウ
ィ
ド
ウ
」
「
カ
ル
メ

ン
」
ほ
か
。

　

チ
ケ
ッ
ト
は
全
席
自
由
、

Ａ
席
３
０
０
０
円
、
Ｂ
席
２

０
０
０
円
。
草
加
市
文
化
会

館
（
チ
ケ
ッ
ト
専
用
）
☎
０

４
８
・
９
３
１
・
９
９
７

７
、
東
武
よ
み
う
り
チ
ケ
ッ

ト
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
８
・
９

８
７
・
０
５
５
３
、
ほ
か
で

発
売
中
。

　

＜
問
い
合
わ
せ
＞
草
加
オ

ペ
ラ
協
会
☎
０
４
８
・
９
２

５
・
２
４
７
１
、
☎
０
９

０
・
６
７
０
７
・
４
８
８

１
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
８
・
９
２

５
・
２
７
３
６
。

「
オ
ペ
ラ
の
夕
べ
」
の
ポ
ス
タ
ー

　

越
谷
市
医
師
会
（
登
坂
薫

会
長
）
と
越
谷
市
は
、
第
22

回
市
民
と
医
師
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
超
高
齢
化
社
会
を
健

康
に
過
ご
す
た
め
の
講
座
～

明
る
く
、
楽
し
く
、
生
き
生

き
と

～
」
を
11
月
10
日
午

後
１
時
30
分
か
ら
、
越
谷
市

中
央
市
民
会
館
１
階
・
劇
場

で
開
催
す
る
。

　

第
１
部
は
講
演
。
医
師
に

よ
る
テ
ー
マ
別
講
演
が
あ

り
、「
知
っ
て
く
だ
さ
い
緑
内

障
」に
つ
い
て
、獨
協
医
科
大

学
埼
玉
医
療
セ
ン
タ
ー
眼
科

講
師
・
忍
田
栄
紀
さ
ん
が
話

す
。
さ
ら
に
「
難
聴
は
ど
こ

ま
で
治
せ
る
か
？
～
難
聴
を

き
た
す
疾
患
と
最
新
の
難
聴

治
療
～
」
に
つ
い
て
、
同
セ

ン
タ
ー
耳
鼻
咽
喉
科
教
授
・

田
中
康
広
さ
ん
が
話
す
。

　

第
２
部
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
。
講
演
に
関
す
る
質
疑
応

答
や
講
師
に
よ
る
ア
ド
バ
イ

ス
も
あ
る
。
入
場
無
料
で
定

員
３
３
２
人
。

　

＜
問
い
合
わ
せ
＞
越
谷
市

医
師
会
☎
９
７
５
・
６
０
０

８
。 市

民
と
医
師
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

11
／
10
　
越
谷
　

「
こ
し
が
や
平
和
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
１
９
」
（
越
谷
市

主
催
）
が
30
日
か
ら
11
月
４

日
ま
で
、
越
谷
サ
ン
シ
テ
ィ

で
開
か
れ
る
。
越
谷
市
は
、

市
制
施
行
50
周
年
の
際
に

「
越
谷
市
平
和
都
市
宣
言
」

を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
毎
年

開
催
し
て
い
る
。

　

パ
ネ
ル
展
示
を
中
心
と
し

た
平
和
展
は
ポ
ル
テ
ィ
コ
ホ

ー
ル
で
開
催
。
午
前
９
時
30

分
開
場
、
午
後
５
時
閉
場
。

今
回
は
「
戦
争
の
日
々
を
生

き
抜
い
た
人
た
ち
～
戦
時
中

の
国
民
生
活
～
」
を
テ
ー
マ

に
、
パ
ネ
ル
や
実
物
資
料
を

展
示
す
る
。

　

「
講
演
会
」
は
11
月
４
日

午
後
１
時
30
分
か
ら
、
小
ホ

ー
ル
で
開
か
れ
る
。
俳
優
の

毒
蝮
三
太
夫
さ
ん
が
「
東
京

大
空
襲
を
生
き
抜
い
た
僕
」

を
テ
ー
マ
に
話
す
。

　

入
場
無
料
、
全
席
自
由
。

整
理
券
の
発
行
は
な
い
が
、

満
席
の
場
合
は
、
入
場
を
制

限
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　

＜
問
い
合
わ
せ
＞
越
谷
市

総
務
課
☎
９
６
３
・
９
１
４

０
。 毒

蝮
さ
ん
の
講
演
も

越
谷
「
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
」


